
バイオの散歩道

医学研究における、トランスレーショナル・リサーチ（橋渡し研
究）の重要性が強く認識されるようになって久しい。基礎研究
の成果を臨床応用に結びつけるためには、動物実験を主体
とする、緻密な前臨床的研究が不可欠との認識である。その
ような研究では、ブタが実験動物として用いられる機会が増え
ている。ブタの生理学的・解剖学的特徴にはヒトとの類似点が
多く、そのため、ブタを用いた実験からは人への外挿性の高
い知見が得られやすいというのが、その理由である。
本学のバイオリソース研究国際インスティテュート

（MUIIBR）は、クローンブタや遺伝子改変ブタをプラットフォー
ムとするトランスレーショナル・リサーチ拠点である。MUIIBRと
同様な研究組織として、ミュンヘン大学（ドイツ）のLAFUGA、
ミズーリ大学（アメリカ）のNSRRC、ノースカロライナ州立大学
（アメリカ）のCCMTRが著名である。これらの４組織は、共同
研究や人的交流などの連携を深めており、2013年11月10日に
は本学黒川農場で合同シンポジウムを開催した。特に
LAFUGAには、本学卒業生（2007年度博士後期課程修
了）が博士研究員として赴任し、本学のクローンブタ作出技
術を移転した。その後、両者の共同研究は年々活発化し、近
年では毎年数編の共著論文を発表するまでになっている。こ
れは、本学の研究成果を基盤とする、国際共同研究の成功
事例であろう。
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真夏における畑の雑草取りは非常につらいものだ。土の表面がどれだけ乾いていようが、多肉質にもかかわら
ず一際瑞々しく、たくましく育つ雑草がある。スベリヒユである。不思議なことにこの雑草は畑では簡単に見つけ
られるものの、畑以外の場所で見つけるのは困難である。時折、比較的新しく植栽された街路樹の根元などで見
る程度である。石灰などで土が中性近くになっていることが発芽や生育の条件になっているのかもしれない。
食べられる雑草に興味を持ったことのある人は、山形県ではこのスベリヒユは「ひょう」として親しまれている

野菜であるということを知っているだろう。実は、沖縄県でも園芸品種のハナスベリヒユとともにニンブドゥガー
として、店頭で売られ食されている。
山形県では新鮮なものは茹でて辛子醤油で、干したものは戻して打ち豆、油揚げ、ニンジンなどと煮て正月料

理として食べるという。一方、沖縄では茹でて酢味噌和えにして食べるらしい。数年前にお腹を空かせた研究室
の学生と茹でてお浸しで食べてみたことがある。なんとなくホウレンソウを思い起こさせる様子だったが、味は
全く異なっていた。酸っぱいのだ。ホウレンソウにはシュウ酸が多く炒める時でもシュウ酸を減らすために下茹で
する。それが足らないと歯が軋む何とも言えない食感がするが、スベリヒユにはこの歯触りに加えて独特なぬめ
りもあった。調べてみると細胞内の液胞には酸っぱいリンゴ酸を貯めているらしい。また、シュウ酸を多く含む植
物の一つでもあった。強い個性がある野菜？だけに、自分の味覚にマッチすればやめられなくなるのかもしれな
い。来年はスベリヒユを食べる地域での食べ方で食べてみることにしよう。　　　　　　　　　　  （荒谷　博）
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編集後記
農水省、外務省、国連機関での25年間に渡る勤務を経て、今年度から本学に赴任しました。これまでの公務でも、専門的な内容を分かり
易く伝えることに腐心してきましたが、編集委員を拝命し赴任早々同じ課題に直面することになりました。大学での研究も日々進歩を遂げ
ており、そうした内容を専門家でない方々に発信するのはかなりの難題ですが、微力ながらお役に立てればと思っています。読者各位のご
感想をお寄せ頂ければ幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　    （第12号編集担当：作山 巧）

MUIIBRを拠点とする国内の共同研究も活発である。バイ
オセラミクスを用いた骨再生（理工学部相澤守教授）や靭帯
移植後の修復機構（慶応大学整形外科）に関する研究で
は、ブタを用いた実験から独創的な成果が得られている。その
他にも、臓器移植や再生、難治性疾患モデル、生殖医療に関
する共同研究において、クローンブタや遺伝子改変ブタ（写真
１）などの高付加価値ブタが重要な役割を果たしている。
このように本来食肉生産用の家畜であるブタが、大型実験
動物として医農工連携を支え、同時に本学発の研究成果の
応用に重要な役割を担っているのである。

医農工連携を支える
ブタの研究
生命科学科　発生工学研究室　長嶋 比呂志 長嶋 比呂志
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2013年9月23日　元木悟准教授撮影
生田キャンパス南圃場にて雑草防除直後のため、見つけるのに苦労された

写真1：哺育期の遺伝子改変ブタ
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